
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

平成 31年度 学校教育の主な取組について 
第 24回教育委員会定例会 
平成 ３0年 12月 27日 
教 育 部  指 導 課 
 

 

ネットワーク型学校経営システム 教育内容と教育活動に必要な人的・物的資源等を、

地域や家庭、関係諸機関、企業、大学等と連携して効果的に生み出し、教育活動に生かしていくシステム

のこと。 

コミュニティ・スクール（全校導入） 
 

学校と保護者、地域の意見を学校運営に反映させるための学校運営
協議会を設置し、協働しながら子どもたちの成長を支える仕組み。 

学校運営協議会 
 
 

校長が作成する学校運営の基本方針を承認
する。学校運営について意見を述べることが
できる。教職員の任用に関して教育委員会規
則の範囲内で意見を述べることができる。 

地域学校協働本部 
 
 

地域住民等の参画を得て、地域全体で子ども
たちの学びや成長を支えるとともに、学校を
核とした地域づくり（教育活動）を行う。 

 
ⅰ 習熟度（C･D層）に応じた施策～基礎的・基本的な知識・技能～ 

１ 学びの複線化：補習の実施（学力の定着） 

(1)「地域未来塾」事業の活用〔放課後･土曜日･長期休業日〕 

⇒小中学校：「補習教室」学習指導員の派遣  

２ 立川スタンダード２０習熟度別少人数指導（CD層）編の開発･活用 
 

ⅱ 習熟度（A･B層）に応じた施策～思考力・判断力・表現力等～ 
１ 学びの複線化：発展学習の実施（学力の伸長） 

(1)「地域未来塾」事業の活用〔放課後〕 

⇒小学校：「発展学習教室」学習専門員（企業等との連携）の派遣 
(2)「スタディ･アシスト事業」の活用⇒中学校：学習専門員の連携の派遣：「進学支援･進路指導」 

２ 立川スタンダード２０習熟度別少人数指導（ＡＢ層）編の開発と活用 
 

ⅲ 学びの基盤〈共通施策〉～学びに向かう意欲・態度、人間性～ 

１ キャリア〈生き方〉教育の充実⇒「立川夢･未来ノート」の開発と活用 

２ 教科用図書選定委員会・調査研究部会（小学校） 

３ 日本英語検定協会による英検ＩＢＡの実施〈全中学校〉 

４ 理科教育振興事業～Tachi・Rika～の展開      ５ 立川教育フォーラムの充実 

 

 
     

１ 東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等調査の実施・結果分析・改善策・改善（Ｐ

ＤＣＡサイクル化） 
 

２ 日本体育大学との連携による中学生「東京駅伝」大会への取組の充実  
３ 「体力向上推進月間（10月）」による「一校一取組運動」の充実  
４ 立川スタンダード（基本的指導過程）20VER.2～体育編～開発・活用  
５ 運動機会の多様化：体育（保健体育）の授業はもちろんのこと、集会活動、クラブ・部活動（文化部を含む）、

休み時間等を効果的に活用し、運動に親しませる機会を設定する。また、市の大会である「立川シティハーフ

マラソン」や「立川市駅伝競走」、「小学生ロードレース」等の大会があることを紹介し、児童・生徒がめあて

をもって積極的に挑戦できる機会を提供する。  
６ 世界ともだちプロジェクト：東京オリンピック・パラリンピックに参加予定の国･地域の文化や歴史、スポ

ーツや言語等を幅広く学ぶ 

７ 夢・未来プロジェクト：オリンピアン･パラリンピアン等との直接交流によるオリンピック･パラリンピック

の理念や価値を理解し、スポーツへの関心を高める 

 

１ 立川スタンダード＜基本的指導過程＞２０「道徳科」編の開発と活用 

２ 「立川学級力スタンダード VER.2」の開発と活用 

３ 演劇表現を用いたコミュニケーション能力向上講座の実施 

４ 立川市民科（主権者教育）の展開～地域を知り、地域に愛着と誇りをもてる子どもの育成～ 

 (1) 多摩・武蔵野検定 

小学校５年生、中学校１年生 

 (2) 応急救護・普通救命講習 

小学校６年生、中学校２年生 

 (3) 「ファーレ立川」鑑賞 

小学校５年生 

５ 児童会・生徒会サミットの開催 

６ 弁護士・指導主事等による「いじめ防止」 

授業の実施 

７ 読書活動の充実・学校図書館の整備 

  読書センター・学習センター・情報センターとしての機能の整備 

 

 
ⅰ 発達障害等の教育 
１ 中学校特別支援教室「プラス」（六中・九中）の巡回指導の開始及び指導体制の整備 
(1)  年２回の担任研修の実施（連携型個別指導計画の活用及び自立活動の指導等） 
(2)  年３回の担当者連絡会の実施（指導体制の検討・平成 32年度導入校の教育課程作成等） 
２ 小学校特別支援教室「キラリ」での指導の充実 
(1)  拠点校による授業公開と実践事例集の作成 
(2)  年３回の担当者連絡会の実施（臨床発達心理士及び個別指導計画等の活用状況等） 

ⅱ 知的障害教育 
 ○ 都立特別支援学校と連携した専門性向上事業の実施 

(1)  特別支援学校から、対象知的障害学級４校（五小・一中・二中・五中）への月２回程度の 
巡回指導の実施 

(2)  対象校２校（小１、中１）での公開研究授業の実施 
(3)  中学校区ごとの特別支援学級間の交流活動の推進 

ⅲ 理解教育の推進 
 ○ 小・中学校校長会等での事例報告による理解啓発と交流及び共同学習の更なる促進 

Ⅰ 学力向上 
 

Ⅱ 豊かな心の育成 
 

Ⅲ 体力向上 
 

42.6

25.8

41.9
47.4

20

25

30

35

40

45

50

小学校6年 中学校3年
 

「地域や社会をよくするために何をすべき
かを考えたことがある」児童･生徒の割合 
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Ⅳ 特別支援教育の推進 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


